
2050年ゼロカーボン社会に向けて、109万都市・仙台の日常を脱炭素化
2030年以降を見据え、市民の意識醸成と地元事業者の技術力・競争力向上を図る

取組の
方向性

① 脱炭素リノベーションで、快適な都市空間を創出
② 脱炭素モビリティで、市内の回遊性を向上
③ 地元事業者の技術力・競争力をアップ
④ 脱炭素・資源循環の人づくり
⑤ 東北大学の知見を活用した取組の高度化

定禅寺通エリア（働く・集う）

泉パークタウンエリア（暮らす）

東部沿岸エリア（学ぶ・楽しむ）

全エリア共通

■ EVカーシェアなど、脱炭素モビリティの導入
■ 太陽光パネルのリユースなど、防災・環境技術の実証フィールドに活用
■ 観光施設等に再エネを最大限導入

■ 太陽光発電等の導入や断熱改修など「住宅の脱炭素リノベーション」
■ 高度なエネルギーマネジメント（DR/VPP）を既築住区で展開
■ 地元工務店と連携しリノベーション体験会や断熱スクールを開催

■ 省エネ改修・ZEB改修など 「業務ビルの脱炭素リノベーション」を実施
また、ビルオーナー・地元事業者向けZEB改修体験会を開催

■ ゼロカーボンイベントなど脱炭素の「見える化」を促進
■ 「都市バイオマス資源」を活用し、サステナブルなまちづくりを推進

■ 地産地消型の再エネ電力メニューを新たに創設
■ 省エネ推進など、市民の行動変容を促進
■ 市営バス、ごみ収集車、配送トラックなど運輸部門の脱炭素化

″日常″の脱炭素化に向けて
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場所
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地元事業者の
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本市の計画提案（取組の全体像）

タイトル 109万市民の”日常”を脱炭素化

本市を象徴する
３エリアで
取組を展開

～「働く人」「暮らす人」「訪れる人」が
豊かな時間を過ごせる”新たな杜の都”～

事業期間 令和６年度～令和12年度（交付金の活用は令和10年度まで）


